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であった、ということである。平和な時代であったからこそ、身分の区別な
く、花のように生きるための必需品ではないものに熱を上げ、色々な品種を
栽培し、観賞するという文化が根付いたのであろう。今、園芸を楽しんでい
る私たちもその背景にある「平和」の大切さを忘れずにいたいものである。
7．参考文献
仁田坂英二　2014　変化朝顔図鑑　化学同人
中尾佐助　1986　花と木の文化史　岩波新書
国立歴史民俗博物館　1999　伝統の朝顔
国立歴史民俗博物館　2000　伝統の朝顔Ⅱ　
牡丹と呼ばれる八重咲
茎が帯化した斑入り個体
花弁が裂けてナデシコの花のように
見える撫子采咲
花弁が細裂した細切采咲
